
「大軍拡・大増税」、老朽原発の再稼働に NO！を 

市長給与の削減、給食費の無償化など 
市長選での公約実現を新市長に迫る！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

日本共産党  

舞鶴市会議員団です! 

 

【発行】 日本共産党舞鶴市会議員団 
連絡先☎６５－４０５0  Fax６５－４０５

１ 

 小西・伊田・小杉議員 

市長報酬3割、教育長1割カットの条例提案「継続審議」に 
自民鶴政・新政・公明「賛成」 党議員団「ただちに採択すべき」 と「反対」                   

2023年３月定例会が閉会しました。今定例会
は2月の市長選挙で市長が交代したもとでの骨
格予算となりました。しかし、大筋は前市長が
予算化したものです。日本共産党議員団は、そ
れぞれの議案が「市民の利益になるかどうか」
で慎重に審議し、2６議案には意見付きで賛成
しました。また、「令和5年度舞鶴市一般会計予
算」、「<同>国民健康保険事業会計予算」、「<同
>介護保険事業会計予算」、「<同>後期高齢者 

(

第
２
６
号
議
案) 

令
和
四
年
度
舞
鶴
市 

 

下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算 

(

第
１
号)

の
内
容 

⚫

「静
渓
ポ
ン
プ
場
整
備
事
業
費
」 

 
 

債
務
負
担
行
為
の
期
間
と
限
度
額 

 

【
期
間
】
令
和
４
年
度
か
ら
令
和
８
年
度 

【
限
度
額
】
２
０
億
円 

  (

第
２
７
号
議
案) 

令
和
四
年
度
舞
鶴
市 

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
補
正
予
算 

(

第
２
号)

の
内
容 

⚫

「保
険
給
付
費
」 

一
般
被
保
険
者
療
養
給
付
費 

一
般
被
保
険
者
高
額
療
養
費 

【
補
正
額
】 

５
８
２
０
万
円 

  第12 号議案は市長給与の 3 割カット、退職金返上、第32 号議案は教育長の給与1 割カットの
議案でした。新政クラブ、自民党鶴政クラブ、公明党は「報酬等審議会」で意見を聞いておらず、「条例
違反」として、手続きの不備を理由に、公明党が「継続審議」を提案しました。党議員団は、これまでから
審議会を開くことなく市長提案で報酬改定が行われた事例も複数あること。報酬額そのものを改定する
ものでなく「条例違反」とまでは言えないこと。物価高等で苦しい市民生活を考えると毎月100万円近い
報酬と、4年間で2000万円を超える退職金は高額であること。民意に沿う条例改定であり「ただちに採
択すべき」と、市民クラブ舞鶴議員団とともに「継続審議」に反対ました。 

令
和
四
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算 

(
第
９
号)

の
主
な
内
容 

 

⚫

舞
鶴
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
推
進
事
業
費 

９
８
０
万
円 

⚫

舞
鶴
市
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議 

事
業
費
補
助
金   

 

３
７
０
万
円 

⚫

北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
支
援
事
業
費
補
助
金 

１
２
８
６
万
円 

⚫

公
共
交
通
燃
料
費
高
騰
緊
急
対
策
支
援
奨
励
金 

３
７
２
０
万
円 

⚫

配
食
サ
ー
ビ
ス
費
高
騰
緊
急
対
策 

事
業
費 

    

７
０
０
万
円 

⚫

給
食
費
高
騰
緊
急
対
策
事
業
費 

２
２
６
１
万
円 

⚫

農
業
公
園
魅
力
向
上
事
業
費
補
助
金 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

３
４
０
万
円 

⚫

指
定
管
理
施
設
持
続
化
応
援
奨
励
金 

  

２
０
０
万
円 

⚫

交
通
安
全
推
進
事
業
費  

 

６
３
０
万
円 

⚫

幹
線
道
路
整
備
事
業
費 

 

６
７
１
２
万
円 

⚫

橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
事
業
費 

２
２
０
５
万
円 

⚫

ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
費 １

億
６
８
７
６
万
円 

⚫

学
校
施
設
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス 

感
染
症
防
止
対
策
期
比 

８
２
０
万
円 

⚫

学
校
給
食
費
高
騰
緊
急
対
策
事
業
費 

 

２
８
３
４
万
円 

⚫

校
舎
等
改
修
事
業
費 

 
 

４
億
７
６
６
０
万
円 

医療事業会計予算」の4議案には反対しまし
た。また、「市長給与の3割カット、退職金返
上」の議案、「教育長の給与1割カット」の議
案については「継続審議」となりましたが、
党議員団は、多くの市民の民意にも沿うもの
で、市民クラブ舞鶴議員団とともに、 
直ちに採択すべきと 
「継続審議」に反対 
しました。 

 第1号議案 「令和5年度舞鶴市一般会計予算」 

反対理由の第 1 は、赤れんが開発や新幹線

など大型開発と観光優先、第 2 は自治体システ

ムの標準化で独自性がなくなる、第 3 に職員の

削減など自治体リストラの進行、第 4に学校を窮

屈にしている夢チャレンジテストの継続等の予算

となっているため、予算案に反対しました。 

第5号議案 「国民健康保険事業会計予算」 

5 年度は 40 才から 64 才までの介護分

が一人あたり 840 円引き上がる予算で、今

後も同様に３年間引き上がる。さらに医療分

の値上げも予測され、一般会計から繰り入

れで高すぎる保険料を引き下げ、負担軽減

すべきで、新年度予算案に反対しました。 

第８号議案 「<同>介護保険事業会計予算」 

 介護保険料の滞納者が令和３年度で１３６人

で、市民の暮らしの厳しさが明らか。さらに「保険

あって介護なし」の状況が想定される。国、府に

対して、いっそうの予算の増額と制度の拡充を要

望すべきで、新年度予算案は認められない。 

第９号議案 「後期高齢者医療事業会計予算」 

 昨年秋から、所得に応じて 75 歳以上の窓

口負担が 2 倍になり、市民の負担増となっ

た。影響を受ける市民は 3007 人となる。大

幅な公費投入で市民の負担軽減が必要であ

り、新年度予算案は認められない。 

４議案に反対した理由(伊田悦子議員の総括討論より) 

【
市
の
教
育
長
が
代
わ
り
ま
し
た
】 

奥
水
孝
志
氏
（２
期
５
年
）か
ら 

広
瀬
直
樹
氏(
前
市
教
委
理
事)

に 

 

市長提案の26議案に意見付きで賛成、4議案に反対しました 

＜令和５年３月定例会特集＞ 
2023年４月号 

 

 

 



 

 

小
西 

２
０
２
１
年
４

月
、
前
市
長
は
、
府
下
首

長
で
た
だ
一
人
再
稼
働

を
「
容
認
」
し
た
。
市
民

の
命
に
関
わ
る
高
度
な

政
治
判
断
だ
。
高
浜
１

号
、
２
号
機
の
再
稼
働

に
つ
い
て
、
前
市
長
の

「
容
認
」
を
追
認
す
る

の
か
、
白
紙
に
戻
し
て

再
度
検
討
す
る
の
か
、 

答
弁 

災
害
時
の
現
実

的
な
避
難
計
画
の
策
定

や
避
難
路
整
備
が
で
き

て
い
な
い
現
状
で
は
、
再

稼
働
は
時
期
尚
早
。
た

だ
し
、
足
元
の
電
力
需
給

の
ひ
っ
迫
状
況
を
勘
案
す

れ
ば
、
特
定
重
大
事
故

等
対
処
施
設
の
工
事
の

完
了
で
、
再
稼
働
は
避

け
ら
れ
な
い
の
認
識
だ
。 

小
杉 

政
府
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
症
法
上
の
位
置
づ
け

を
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
と
同
じ
「
第
５

類
」
に
５
月
８
日
か
ら

引
き
下
げ
る
。
国
に
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と

は
、
保
健
所
や
医
療
の

体
制
強
化
だ
。
①
本
市

と
し
て
現
状
を
ど
の
よ

う
に
と
ら
え
、
今
後
ど

の
よ
う
な
感
染
防
止
対

策
等
の
取
り
組
み
を
考

え
て
い
る
の
か
、
ま
た
、

発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ

る
場
合
、
ま
ず
は
市
民

の
方
は
か
か
り
つ
け
医

や
発
熱
外
来
を
受
信
さ

れ
る
。
②
「
第
５
類
」

に
引
き
下
げ
ら
れ
て

も
、
発
熱
患
者
の
受
け

入
れ
を
多
く
の
医
療
機

関
で
継
続
し
て
行
っ
て

も
ら
う
た
め
、
受
け
入

れ
に
伴
う
助
成
や
診
療

報
酬
を
手
厚
く
す
る
よ

う
国
に
要
望
す
る
と
と

も
に
、
特
に
高
齢
者
等

の
重
症
化
リ
ス
ク
が
高

い
発
熱
患
者
が
、
早
期

に
確
実
に
受
信
で
き
る

体
制
を
構
築
す
る
こ
と

が
重
要
と
考
え
る
が
、

い
か
が
か
。 

 

伊
田 

子
ど
も
の
医
療

費
助
成
の
拡
充
を
一
貫

し
て
求
め
て
２
０
数
年

が
経
っ
た
。
当
初
自
民

党
議
員
か
ら
「
子
育
て

は
親
の
責
任
」「
甘
え
て

は
い
け
な
い
」
と
言
わ

れ
た
事
は
鮮
明
に
記
憶

し
て
い
る
。
こ
の
た
び

「
子
ど
も
の
医
療
費
は

１
５
歳
ま
で
無
料
に
」

と
公
約
し
た
市
長
が
誕

生
し
、
京
都
府
も
重
い

腰
を
上
げ
秋
か
ら
拡
充

を
表
明
し
た
。
自
治
体

に
よ
っ
て
は
秋
を
待
た

ず
に
新
年
度
か
ら
拡
充

す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

本
市
は
な
ぜ
新
年
度
当

初
予
算
に
反
映
さ
れ
な

か
っ
た
の
か
。 

答
弁 

①
市
長
就
任

後
で
間
も
な
い
こ
と

も
あ
り
、
新
年
度
予
算

も
骨
格
予
算
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
反
映

さ
せ
て
い
な
い
。 

伊
田 

こ
の
た
び
の
拡

充
で
京
都
府
か
ら
の
補

助
金
増
額
分
と
本
市
が 

中
学
ま
で
通
院
分
の
上

限
を
取
り
払
い
、
中
学 

              

答
弁 

①
国 

ま
で
通
院
も
入
院
も
窓

口
２
０
０
円
負
担
と
し

た
場
合
の
本
市
の
持
ち

出
し
分
は
い
く
ら
か
。 

答
弁  

京
都
府
か
ら

約
２
０
０
０
万
円
。
本

市
持
ち
出
し
分
は
、
約

２
０
０
０
万
円
。 

伊
田 

そ
れ
な
ら
拡

充
で
き
る
。
こ
の
間
府

の
制
度
拡
充
待
ち
で
な

く
拡
充
さ
れ
た
こ
と
も

あ
る
。
秋
を
待
た
ず
に

中
学
の
通
院
分
を
上
限

１
５
０
０
を
取
り
除
き

拡
充
を
求
め
る
。
ま
た
、

高
校
卒
業
ま
で
拡
充
す

る
自
治
体
も
増
え
て
い

る
。
本
市
も
高
校
卒
業

ま
で
拡
充
す
べ
き
と
考

え
る
が
い
か
が
か
。 

答
弁  

対
象
な
ど
幅

広
く
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。
医
療
機
関
を

は
じ
め
関
係
機
関
と

調
整
を
は
か
り
、
可
能

な
限
り
早
急
に
実
現
で

き
る
よ
う
準
備
を
進

め
、
現
時
点
で
は
中
学

卒
業
ま
で
を
め
ざ
す
。 

伊
田 

パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
制
度
を
導
入
す
る

自
治
体
が
増
え
て
い

る
。
本
市
も
「
誰
も
が
自

分
ら
し
く
生
き
、
だ
れ

一
人
取
り
残
さ
な
い
」

ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め

る
上
で
、
い
つ
ま
で
も

啓
発
の
域
で
留
ま
ら
ず

に
、
制
度
を
創
設
す
べ

き
で
は
な
い
か
。 

答
弁 

性
の
多
様
性
へ

の
理
解
を
深
め
る
取
り

組
み
の
一
つ
と
認
識
。

制
度
の
導
入 

に
向
け
て 

検
討
し
て 

い
く
。 

 

伊
田 

図
書
館
建
設
に

つ
い
て
は
、
多
額
の
事

業
費
や
分
館
機
能
等
に

つ
い
て
不
明
な
点
も
多

く
、
市
民
の
中
に
は

様
々
な
意
見
が
あ
る
。

重
要
な
の
は
市
民
の
合

意
。
建
設
あ
り
き
で
な

く
、
ま
ず
市
民
の
意
見

を
聞
く
こ
と
で
は
。 

答
弁 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
に
よ
り
広
く
市

民
の
意
見
を
聞
き
、
求

め
ら
れ
る
図
書
館
の
姿

を
具
現
化
し
て
い
く
。 

    

答
弁 

①
感
染
者
数

は
減
少
し
て
い
る
が
、

感
染
リ
ス
ク
が
な
く

な
っ
た
訳
で
は
な
く
、

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
と
の
同
時
流
行
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き

続
き
市
民
の
み
な
さ

ん
に
基
本
的
な
感
染

防
止
対
策
の
励
行
を

お
願
い
す
る
と
と
も

に
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

適
切
な
実
施
に
取
り

組
ん
で
い
く
。
②
発
熱

な
ど
有
症
患
者
、
特
に

重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い

方
の
検
査
や
診
療
が

行
え
る
体
制
の
確
保

は
必
要
だ
。
今
後
、
京

都
府
と
も
調
整
し
つ

つ
必
要
に
応
じ
て
国
へ

の
要
望
等
を
行
っ
て
い

き
た
い
。 

小
杉 

２
３
年
度
予
算

案
で
は
、
介
護
分
は

３
％
引
き
上
げ(

一
人

年
間
８
４
０
円
）
の
提

案
。
今
後
３
年
間
も
同

様
だ
。
長
引
く
コ
ロ
ナ

禍
、
止
ま
ら
ぬ
物
価
高

で
市
民
生
活
は
痛
め
つ

け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

上
の
国
保
料
の
引
き
上

げ
は
、
市
民
の
傷
口
に

塩
を
塗
る
よ
う
な
も

の
。
基
金
の
活
用
で
少

な
く
と
も
据
え
置
き
を

求
め
る
が
い
か
が
か
。 

答
弁 

新
型
コ
ロ
ナ
の

流
行
は
、
今
な
お
市
民

生
活
へ
の
影
響
は
大

き
い
と
認
識
し
て
い

る
。
基
金
を
大
き
く
取

り
崩
し
、
加
入
者
全
員

に
影
響
を
与
え
る
医

療
分
と
支
援
分
は
据

え
置
き
、
介
護
分
に
つ

い
て
も
引
き
上
げ
幅

を
抑
え
る
こ
と
に
し

た
も
の
で
あ
る
。 

              

答
弁 

①
国 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自
衛
隊
に
ト
マ
ホ
ー
ク
ミ
サ
イ
ル
配
備
、
総
監
部
の
「
地
下
化
」
計
画 

市
長
と
し
て
国
に
対
し
「
中
止
」
を
要
望
す
べ
き
！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【代
表
質
問
】  

 

小
西 

洋
一 

議
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

新
型
コ
ロ
ナ 

５
類
移
行
後
も 

検
査
・
医
療
や
保
健
所
体
制
の
強
化
を
！ 

 
 
 
 
 
 

【一
般
質
問
】 

小
杉 

悦
子 

議
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

子
ど
も
の
医
療
費
拡
充
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
を 

賛
否
両
論
あ
る
新
図
書
館
建
設
は
市
民
合
意
で
！ 

 
 

 
 

 
 

【一
般
質
問
】  

伊
田 

悦
子 

議
員 

２０21年12月号 こんにちは日本共産党市会議員団です 

小
西 

ま
ち
づ
く
り
の

大
前
提
は
「
安
心
と
安

全
」。
海
上
自
衛
隊
へ
の

ア
メ
リ
カ
の「
ト
マ
ホ
ー

ク
ミ
サ
イ
ル
配
備
」、
舞

鶴
を
戦
場
に
想
定
し
た

自
衛
隊
総
監
部
の「
地
下

化
」計
画
は
、市
民
の「
安

心
・
安
全
」
が
脅
か
さ
れ

る
重
大
事
態
と
考
え
る
。

七
万
八
千
人
の
市
民
の

命
を
守
る
市
長
と
し
て
、

国
に
強
く
「
中
止
」
を
要

望
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。 

答
弁 

国
の
安
全
保
障
保

障
に
関
す
る
こ
と
は
、
推

測
で
答
弁
す
べ
き
も
の
で

は
な
い
と
考
え
る
。
舞
鶴

地
方
総
監
部
の
庁
舎
は
、

建
物
の
耐
震
強
度
不
足

等
に
よ
り
、
建
て
替
え
が

必
要
と
聞
い
て
い
る
。 

小
西 

鴨
田
市
長
の
言
う

「市
議
選
で
市
長
が
議
員

候
補
を
推
薦
す
る
こ
と
は

『二
元
代
表
制
を
否
定
す

る
行
為
』」と
い
う
認
識
に

つ
い
て
は
、
全
く
同
感
で

あ
る
。
京
都
府
北
部
で
今

も
残
る
悪
し
き
習
わ
し
に

つ
い
て
は
、
こ
の
際
一
掃
す

べ
き
と
申
し
上
げ
る
。
今

後
の
市
長
と
議
会
の
関
係

に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を

問
う
。 

答
弁 

首
長
と
議
会
は
、

と
も
に
選
挙
で
選
ば
れ

る
代
表
者
と
言
う
こ
と

か
ら
対
等
な
立
場
に
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
議

員
の
皆
様
と
し
っ
か
り
対

話
し
、
会
派
や
政
党
に
と

ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

「是
々
非
々
」で
、
活
発
か

つ
、
建
設
的
な
議
論
を
し 

て
い
き
た
い
。 

 
 

 
 

 
 

小
西 

舞
鶴
の
医
療
問

題
に
つ
い
て
、
ま
ず
市
民

の
中
に
あ
る
医
療
ニ
ー

ズ
の
把
握
か
ら
始
め
る

べ
き
。
市
長
の
言
う
「あ

り
方
検
討
委
員
会
」

は
、
ど
の
よ
う
な
内
容

で
検
討
し
て
い
る
の
か
。

前
市
長
の
よ
う
に
「
統

合
・再
編
」を
前
提
と
し

て
い
る
の
か
。 

答
弁 

今
後
の
公
的
４

病
院
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
、
統
合
や
再
編
を
前

提
と
す
る
も
の
で
は
な

い
。
ま
ず
、
現
状
と
課

題
に
つ
い
て
関
係
者
か

ら
よ
く
聞
き
、
市
民
の

声
に
耳
を
傾
け
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。 

 

答
弁 

令
和
３
年
の
被

害
額
は
１
２
０
９
万
円
。

シ
カ
・イ
ノ
シ
シ
合
わ
せ

て
２
５
４
７
頭
を
捕
獲

し
た
。
引
く
続
き
「
捕

獲
」と
「防
除
」の
両
輪
で 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
西 

学
校
給
食
の
無

償
化
を
市
議
会
で
質
問

し
て
き
た
の
は
、
共
産
党

議
員
団
だ
け
だ
。
昨
年
の

９
月
議
会
で
市
民
ク
ラ
ブ

議
員
団
が
初
め
て
取
り

上
げ
た
。
「学
校
給
食
と

子
ど
も
の
医
療
費
１
５
歳

ま
で
無
償
化
」に
つ
い
て
、

市
長
の
決
意
を
聞
く
。 

答
弁 
全
小
中
学
校
への

給
食
の
無
償
化
に
要
す
る

所
要
額
は
約
３
億
円
と

試
算
し
て
い
る
。
確
実
な

財
源
確
保
を
検
討
す
る
。

子
ど
も
の
医
療
費
の
無
料

化
は
、
可
能
な
限
り
早
急

に
実
現
で
き
る
よ
う
準
備

を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
西 

２
０
１
３
年
か
ら

前
市
長
の
強
い
意
志
で

導
入
さ
れ
た
全
中
学
校

で
の
「夢
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ

ス
ト
」は
、
そ
の
教
育
的

な
効
果
は
も
ち
ろ
ん
、

教
職
員
の
働
き
方
改
革

に
も
課
題
が
あ
り
、
こ
の

際
「廃
止
」
す
べ
き
。
市

長
の
見
解
を
問
う
。 

答
弁 

本
市
と
し
て

は
、
様
々
な
成
果
を
実

感
し
て
お
り
ま
す
が
、

導
入
か
ら
１
０
年
を
迎

え
る
こ
と
か
ら
、
学
校

現
場
の
声
を
聞
き
な

が
ら
、
成
果
と
課
題
に

つ
い
て
検
証
し
て
ま
い

り
た
い
。 

 
 

 
 

 
 

 

国
保 
今
必
要
な
の
は
市
民
負
担
の
軽
減 

保
険
料
の
引
き
下
げ
を
求
め
る
！ 

 

 


